
令和６年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率について

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第3条第1項及び第22条第1項の規定によ
り、次のとおり算定しましたので公表します。

１ 健全化判断比率
いずれの指標についても、早期健全化基準未満であり、財政健全化団体になるような比率ではあ
りません。

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

※ － ※ － １０．４ ９１．６

※実質赤字比率及び連結実質赤字比率は、赤字が生じていないため「－（ハイフン）」と表示
しています。

「参 照」

実質赤字比率
連結実質赤字

比率
実質公債費

比率
将来負担比率

早期健全化基準 １１．２５ １６．２５ ２５．０ ３５０．０

財 政 再 生 基 準 ２０．００ ３０．００ ３５．０

（単位：％）

（単位：％）



２ 資金不足比率
公営企業ごとの資金不足比率は、資金不足を生じた公営企業がなく、該当ありません。

（単位：％）

会計の名称 資金不足比率 ※

水道事業会計 －

下水道事業会計 －

観光施設事業特別会計 －

中央卸売市場事業特別会計 －

※資金不足が生じていないため、資金不足比率は「－（ハイフン）」と表示しています。
経営健全化基準はいずれも２０％



地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）は、財政指標を整備してその公表の仕
組みを設けるとともに、財政の早期健全化及び再生のための制度として整備されたもので、平成１９年度
決算から健全化判断比率及び資金不足比率を算定し、監査委員の審査に付したうえで、議会へ報告す
るとともに公表することが義務付けられた。

また、平成２０年度決算からは、健全化判断比率のうちどれか一つでも早期健全化基準以上になると、
財政健全化計画の策定等が義務付けられ、財政再生基準以上になると、財政再生計画を策定するとと
もに、国の関与の下で財政再生に取り組まなければならないこととなった。同様に、公営企業ごとの資金
不足比率についても、経営健全化基準以上になると、経営健全化計画の策定等が義務付けられた。

ア 健全化判断比率

※１ 財政健全化団体 ⇒ 財政健全化計画の策定・公表の義務付け
※２ 財政再生団体 ⇒ 財政再生計画の策定・公表の義務付け、再生計画に対する国の同意がなけ
れば地方債の起債の制限

早期健全化基準 財政再生基準

早期健全化段階 財政再生段階

実質赤字比率
長崎市（赤字なし）

連結実質赤字比率
長崎市（赤字なし）

実質公債費比率
長崎市（ 10.4％）

将来負担比率
長崎市（ 91.6％）

財
政
健
全
化
団
体

財
政
再
生
団
体

（R5決算：赤字なし）

（R5決算：赤字なし）

（R5決算： 10.4%）

（R5決算：96.0%）

※1

※2

（１） 財政健全化法の目的
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資金不足比率
（公営企業ごとに算定）

水道事業会計（0％）
下水道事業会計（0％）
観光施設事業特別会計（0％）
中央卸売市場事業特別会計（0％）

経営健全化
団体※３

イ 資金不足比率 経営健全化基準

※３ 経営健全化団体 ⇒ 経営健全化計画の策定・公表の義務付け

ア 実質赤字比率

一般会計等における実質赤字額（繰上充用額、支払繰延額及び事業繰越額の合計額）の「標準財政
規模」に対する比率。

（A）一般会計等の実質赤字額
実質赤字比率 ＝

（B）標準財政規模

【標準財政規模】
地方自治体が標準的な財政活動を行う上で必要な一般財源の規模を示す指標で、「標準税収入額

＋普通交付税額＋臨時財政対策債発行可能額」で求められる。

一般会計や一部の特別会計について、実質的な赤字額を「標準財政規模」の額で除して赤字の程
度を指標化し、財政運営の悪化の度合いを示したもの。

（２） 健全化判断比率

0 ％ 20 ％



【令和６年度決算】
一般会計等においては、11億8,402万円の黒字であり、令和５年度と同様に赤字は生じておらず、

実質赤字比率は「－（ハイフン）」として表示している。
（単位：千円）

一般会計等に属する会計名
実質収支額

令和６年度 令和５年度

１ 一般会計 1,138,025 4,997,793

２ 土地取得特別会計 0 0

３ 母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計 45,995 41,074

４ 診療所事業特別会計 0 0

５ 長崎市立病院機構病院事業債管理特別会計 0 0

計（Ａ） 1,184,020 5,038,867

標準財政規模（Ｂ） 102,172,438 100,530,137

実質赤字比率（％） Ａ÷Ｂ － －

イ 連結実質赤字比率

全会計における連結実質赤字額の「標準財政規模」に対する比率。

（A）連結実質赤字額
連結実質赤字比率 ＝

（B）標準財政規模

すべての会計の赤字や黒字を合算し、「標準財政規模」の額で除して地方公共団体全体としての赤
字の程度を指標化し、財政運営の悪化の度合いを示したもの。



【令和６年度決算】
いずれの会計においても赤字は生じておらず、全会計の合計で286億5,641万7千円の黒字であり、

実質赤字比率は「－（ハイフン）」として表示している。
（単位：千円）

会計名

実 質 収 支 額
資 金 剰 余 額

令和６年度 令和５年度

１ 一般会計等 1,184,020 5,038,867

２ 公営企業に係る特別会計以外の会計 1,379,545 1,320,624

(1)国民健康保険事業特別会計 217,804 124,584

(2)介護保険事業特別会計 899,837 1,031,665

(3)後期高齢者医療事業特別会計 261,904 164,375

(4)駐車場事業特別会計 0 0

３ 公営企業に係る特別会計 26,092,852 26,378,809

(1)水道事業会計 13,009,124 13,820,977

(2)下水道事業会計 13,031,759 12,488,596

(3)観光施設事業特別会計 51,969 20,812

(4)中央卸売市場事業特別会計 0 0

(5)生活排水事業特別会計 48,424

計（Ａ：１＋２＋３） 28,656,417 32,738,300

標準財政規模（Ｂ） 102,172,438 100,530,137

連結実質赤字比率（％） Ａ÷Ｂ － －



ウ 実質公債費比率

公債費及びこれに準じた経費を加算した実質的な公債費の、「標準財政規模」を基本とした額に対す
る比率。

（A）地方債の元利償還金充当一般財源 ＋（B）準元利償還金－（C）交付税措置額
実質公債費比率 ＝
（３か年平均） （D）標準財政規模 －（C）交付税措置額

一般会計等における公債費充当一般財源に公営企業の地方債償還額に対する一般会計の繰出金
など公債費に準ずる経費を加算し、実質的な公債費を算出の上、「標準財政規模」を基本とした額と比
較して、公債費負担の度合いを示したもの。

【令和６年度決算】
令和４年度から令和６年度の３か年平均で算出した令和６年度の実質公債費比率は10.4％であり、

令和５年度の10.4％と同率である。
令和３年度に比べ、分母の構成要素である標準財政規模が臨時財政対策債の減などに伴い減少し

たことに加え、分子の構成要素である地方債の元利償還金充当一般財源が公共施設等適正管理推
進事業債などに係る償還金の増により増加し、単年度の実質公債比率は0.18ポイント増となったもの
の、 ３か年平均により算出した実質公債費比率には、影響を与えていないもの。

R6 R5 R4 R3
A地方債の元利償還金

充当一般財源
19,994,962 19,982,372 19,941,110 19,606,800

B準元利償還金 4,151,334 4,294,763 4,574,968 4,797,030

C交付税措置額 15,192,891 15,291,479 15,574,702 15,557,612

D標準財政規模 102,172,438 100,530,137 100,144,822 103,033,192

実質公債費比率 （%）
（A+B-C）÷（D-C）

10.29369 10.54176 10.57274 10.11279

令和６年度 （%）
（3か年平均）

10.4

令和５年度 （%）
（3か年平均）

10.4

（単位：千円）



エ 将来負担比率

一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の、「標準財政規模」を基本とした額に対する比率。

（A）将来負担額 － （B）充当可能財源等
将来負担比率 ＝

（C）標準財政規模 － （D）交付税措置額

地方債残高のほか、債務負担行為に基づく支出予定額、公営企業債等に対する一般会計の繰入見
込額、退職手当負担見込額などの現時点で想定される将来の負担（将来負担額）について「標準財政
規模」を基本とした額と比較して指標化したもの。

【令和６年度決算】
令和６年度末における将来負担額は、3,206億3,660万6千円で、地方交付税措置見込額や基金といっ

た将来負担額に充当可能な財源2,409億1,140万8千円を差し引いた実質的な将来負担額は797億2,519
万8千円となり、「標準財政規模」を基本とした額に対する割合は91.6％で、令和5年度末の96.0％から
4.4ポイント減少している。

これは分母の構成要素である標準財政規模が標準税収入額等の増などに伴い増加したことに加え、
分子の構成要素である将来負担額において、令和６年度の元金償還額が新規借入額を上回ったことな
どに伴い、地方債現在高が減となったことなどによるものである。



項目
金額

令和６年度 令和５年度

A将来負担額 320,636,606 329,984,192

(1)地方債の現在高 264,711,895 273,319,671

(2)債務負担行為に基づく支出予定額 253,487 274,974

(3)公営企業債等繰入見込額 32,146,790 35,253,400

(4)組合負担等見込額 0 0

(5)退職手当負担見込額 20,721,382 20,955,299

(6)設立法人の負債額等負担見込額 2,803,052 180,848

うち地方独立行政法人 2,747,495 0

うち第三セクター等 55,557 180,848

(7)連結実質赤字額 0 0

(8)組合連結実質赤字額負担見込額 0 0

B充当可能財源等 240,911,408 248,111,197

(1)充当可能基金 47,288,536 45,230,515

(2)充当可能特定歳入 39,009,229 39,428,471

(3)基準財政需要額算入見込額 154,613,643 163,452,211

C標準財政規模 102,172,438 100,530,137

D交付税措置額 15,192,891 15,291,479

将来負担比率（％）
（Ａ－Ｂ）÷（Ｃ－Ｄ）

91.6 96.0

（単位：千円）



公営企業ごとの資金不足額（実質赤字）の事業規模に対する比率。

（A）資金不足額
資金不足比率 ＝

（B）事業規模

公営企業の資金不足額（実質赤字）を、公営企業の事業規模（料金収入の規模）と比較して指標化し、
経営状況の悪化の度合いを示したもの。

【令和６年度決算】
いずれの会計においても、資金不足は生じておらず、資金不足比率は「－（ハイフン）」として表示して

いる。

会計名
資金剰余額
（Ａ）

事業の規模
（Ｂ）

資金不足比率
（％）

Ａ÷Ｂ×100

法
適

１ 水道事業会計 13,009,124 8,742,159 －

２ 下水道事業会計 13,031,759 7,632,831 －

法
非
適

３ 観光施設事業特別会計 51,969 632,331 －

４ 中央卸売市場事業特別会計 0 147,142 －

令和６年度 （単位：千円）

※ 法適、法非適は地方公営企業法の適用について記載している。

（３） 資金不足比率



令和５年度 （単位：千円）

会計名
資金剰余額

（Ａ）
事業の規模
（Ｂ）

資金不足比率
（％）

Ａ÷Ｂ×100

法
適

１ 水道事業会計 13,820,977 8,788,618 －

２ 下水道事業会計 12,488,596 7,520,935 －

法
非
適

３ 観光施設事業特別会計 20,812 542,155 －

４ 中央卸売市場事業特別会計 0 141,736 －

５ 生活排水事業特別会計 48,424 116,906 －


